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▼
先
日
、
所
用
で

東
京
へ
行
っ
た
際
、

学
生
時
代
の
友
人
た

ち
と
15
年
ぶ
り
に
集

ま
っ
た
。
ア
ラ
フ
ィ

フ
に
な
り
お
互
い
お

じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち

ゃ
ん
に
な
っ
た
が
中

身
は
大
学
生
の
頃
の

ま
ま
。
家
族
に
は
決
し
て
言
え
な

い
学
生
時
代
の
失
敗
や
恥
ず
か
し

い
話
を
思
い
出
し
て
は
大
笑
い
し

た
。
子
育
て
に
追
わ
れ
た
り
、
病

気
を
し
た
り
と
会
え
な
か
っ
た
15

年
間
は
、
時
間
に
も
気
持
ち
に
も

余
裕
が
な
か
っ
た
。
前
向
き
に
人

生
を
突
き
進
む
友
人
か
ら
良
い
刺

激
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
。

 　

▼
今
年
は
ひ
な
ま
つ
り
に
二
組

の
ひ
な
人
形
を
飾
っ
た
。
一
つ
は

華
や
か
な
十
二
単
の
娘
の
ひ
な
人

形
。
も
う
一
つ
は
最
近
実
家
か
ら

持
ち
帰
っ
た
私
の
ひ
な
人
形
。
木

目
込
み
の
丸
く
ふ
っ
く
ら
し
た
フ

ォ
ル
ム
が
ど
こ
か
昭
和
ら
し
く
、

和
室
に
よ
く
な
じ
ん
で
い
た
。
母

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
続
け
て
く

れ
た
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
私

も
娘
が
巣
立
つ
そ
の
日
ま
で
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。
さ
て
、
３
月

３
日
が
過
ぎ
た
今
、
私
の
ひ
な
人

形
を
ど
こ
に
し
ま
お
う
か
。

 　

▼
「
春
が
桜
の
樹
に
す
る
こ
と

を
、
私
は
あ
な
た
に
し
て
あ
げ
た

い
」
―
パ
ブ
ロ
・
ネ
ル
ー
ダ
。

　

春
の
よ
う
に
桜
に
し
て
あ
げ
ら

れ
た
こ
と
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。

枯
れ
て
伐
ら
れ
る
の
を
待
つ
ば
か

り
と
な
っ
た
樹
に
毎
夕
会
い
に
行

く
こ
と
以
外
は
。
会
え
ば
、
黙
っ

て
い
て
も
通
じ
合
え
る
沈
黙
の
豊

か
さ
を
感
じ
た
。
幹
だ
け
で
な
く

葉
群
か
ら
注
ぐ
木
漏
れ
日
、
鳥
の

声
、
空
間
の
色
ど
り
ま
で
も
が
桜

と
と
も
に
伐
ら
れ
て
い
っ
た
。
人

が
桜
の
樹
に
す
る
こ
と
を
思
う
。

 



伐
採
し
た
桜
は
24
年
度
が
31
本

（
費
用
86
万
３
千
円
）、
25
年
度

（
１
月
末
時
点
）
は
40
本
（
同

１
３
１
万
円
）
に
の
ぼ
っ
た
。

　

な
お
、
南
区
の
街
路
樹
と
し

て
の
桜
の
伐
採
本
数
は
２
月
13

　

堺
市
は
２
０
２
６
年
度
の
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除

予
算
と
し
て
１
億
１
３
０
０
万

円
余
り
を
計
上
し
た
。

　

こ
の
う
ち
公
園
緑
地
部
の
予

算
は
１
億
５
６
６
万
２
千
円
で
、

続
く
。

　

防
除
対
策
の
内
容
は
▽
薬
剤

散
布（
１
本
当
た
り
２
回
実
施
）

▽
薬
剤
の
樹
幹
注
入
（
使
用
薬

剤
を
決
定
後
、
実
施
本
数
を
割

り
出
す
た
め
２
月
時
点
で
未
定
）

▽
防
除
ネ
ッ
ト
巻
き
（
２
千
本

＝
う
ち
南
区
は
１
３
０
０
本
）

▽
伐
採
（
約
５
０
０
本
＝
う
ち

南
区
は
約
２
０
０
本
）。

日
時
点
で
割
り
出
せ
て
い
な
い
、

と
南
地
域
整
備
事
務
所
。

　

一
方
、
和
泉
市
の
桜
の
伐
採

本
数
は
、
24
〜
25
年
度
１
月
末

で
６
本
の
み
。鶴
山
台
惣
ヶ
池
、

北
池
田
１
号
、
青
葉
台
７
号
、

黒
鳥
山
の
各
公
園
で
各
１
本
を
、

伏
屋
緑
地
で
２
本
を
伐
採
し
た
。

費
用
は
処
分
費
を
含
め
１
０
２

万
８
１
０
０
円
。

　

市
立
学
校
や
街
路
樹
で
伐
採

し
た
桜
は
な
か
っ
た
。 

〔
原
〕

　

公
園
緑
地
部
以
外
の
同
対
策

で
は
、
学
校
管
理
部
が
６
５
０

万
円
で
市
立
学
校
敷
地
内
の
桜

に
ネ
ッ
ト
巻
き
や
伐
採
を
行
う
。

薬
剤
散
布
、
注
入
実
施
の
た
め

の
特
化
予
算
は
確
保
せ
ず
、
実

施
す
る
場
合
は
、
各
校
の
管
理

費
か
ら
支
出
す
る
。

　

直
近
２
年
足
ら
ず
の
間
に
泉

北
の
公
園
と
緑
道
な
ど
で
、
６

２
６
本
の
桜
が
伐
採
さ
れ
た
こ

と
が
、
泉
ヶ
丘
公
園
事
務
所
へ

の
取
材
で
わ
か
っ
た
。

　

伐
採
に
か
か
っ
た
費
用
は
、

処
分
費
も
合
わ
せ
て
２
９
５
０

万
円
。
公
園
や
緑
道
に
は
、
い

ま
だ
枯
れ
た
ま
ま
の
桜
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
費
用

は
さ
ら
に
膨
ら
み
そ
う
。

　

な
お
、
伐
採
後
は
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
の
原
料
や
チ
ッ
プ
に

加
工
し
再
利
用
し
て
い
る
と
い

う
。

　

ま
た
、
南
区
の
市
立
学
校
で

９
割
以
上
を
占
め
る
。
公
園
監

理
課
に
よ
る
と
財
源
内
訳
は
、

お
よ
そ
５
割
を
一
般
会
計
か
ら
、

残
る
５
割
を
泉
北
丘
陵
地
区
整

備
基
金
か
ら
捻
出
す
る
。

　

ク
ビ
ア
カ
防
除
に
特
化
し
た

予
算
は
、
25
年

度
に
初
め
て
計

上
さ
れ
た
が
、

同
年
度
は
全
体

予
算
９
６
０
０

万
円
に
対
し
、

基
金
の
充
当
割

合
は
45
・
８
％

だ
っ
た
。
26
年

度
は
、
正
確
な

充
当
割
合
を
同

課
は
明
か
さ
な

か
っ
た
が
、
同

等
程
度
か
そ
れ

以
上
と
見
ら
れ
、

一
般
会
計
で
の

不
足
分
を
、
基

金
の
取
り
崩
し

に
頼
る
傾
向
が

　

環
境
保
全
部
は
約
１
０
０
万

円
で
市
民
向
け
防
除
講
習
会
を

実
施
、
参
加
者
に
防
除
ネ
ッ
ト

や
殺
虫
剤
を
配
る
な
ど
す
る
。

南
区
で
は
４
月
22
日
２
時
〜
南

図
書
館
ホ
ー
ル
で
講
習
会
を
、

大
蓮
公
園
で
防
除
の
実
習
を
行

う
。

　

土
木
部
は
ネ
ッ
ト
巻
き
が
25

年
度
ま
で
に
完
了
し
た
と
し
て
、

今
年
度
の
特
化
予
算
は
取
っ
て

い
な
い
。
な
お
、
薬
剤
散
布
は

街
路
樹
維
持
管
理
費
か
ら
捻
出

す
る
。市
の
ク
ビ
ア
カ
対
策
は
、

庁
内
で
横
断
的
に
防
除
の
認
識

を
共
有
し
た
と
は
い
え
、
縦
割

り
の
壁
を
越
え
ら
れ
て
い
な
い
。

対
策
の
時
期
も
、
方
法
も
不
統

宮 山 台 4 35 39
竹 城 台 3 3 6
三 原 台 17 29 46
高 倉 台 1 30 31
茶 山 台 2 0 2
若 松 台 9 22 31
晴 美 台 10 93 103
槇 塚 台 5 43 48
桃 山 台 16 39 55
原 山 台 1 12 13
庭 代 台 15 0 15
御 池 台 6 28 34
赤 坂 台 2 37 39
新 檜 尾 台 33 57 90
鴨 谷 台 6 17 23
城 山 台 16 35 51
合計 146 480 626

約480万円 約1980万円 約2460万円
約90万円 約400万円 約490万円
約570万円 約2380万円 約2950万円
※2025年度は2026年１月末現在の数値

9600万円 4400万円 45.80%
1億1300万円 5700万円 50.00%

一
で
、
結
果
的

に
桜
の
大
量
伐

採
に
至
っ
て
い

る
。 

〔
原
〕

　

大
阪
府
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
が
拡
大
。
堺
市
で
も
今

年
第
７
週
（
２
月
９
日
か
ら
15

日
）、定
点
当
た
り
の
報
告
数（
患

者
報
告
数
／
定
点
医
療
機
関
数
）

が
警
報
レ
ベ
ル
開
始
基
準
値
の

30
を
超
え
て
い
る
。

　

同
市
内
の
医
師
会
の
診
断
型

別
な
ど
報
告
数
で
は
、
迅
速
検

査
で
Ａ
型
が
18
人
、
Ｂ
型
が
５

４
２
人
（
第
７
週
）
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型
が
流
行
。
南
区

で
も
第
６
週
が
43
、
第
７
週
が

31
・
25
と
警
報
レ
ベ
ル
だ
。

　

同
市
内
で
の
学
級
閉
鎖
の
報

告
も
１
３
０
件
に
も
の
ぼ
り
、

南
区
で
は
福
泉
中
央
・
御
池
台
・

赤
坂
台
・
槇
塚
台
小
学
校
の
学

級
閉
鎖
（
２
月
20
日
時
点
）
と

な
っ
た
。 

〔
横
山
〕



安
全
に
気
を
つ
け
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
不
足

を
解
消
し
て
未
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
」
と
春
樹
さ
ん
。
泉
北

気
功
会
は
毎
週
水
曜
日
10
時
か

ら
栂
文
化
会
館
で
開
催
。
２
回

１
７
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
。

入
会
金
・
年
会
費
は
そ
れ
ぞ
れ

千
円
。

　

大
蓮
公
園
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス

ス
エ
ム
ラ
に
て
２
月
15
日
「
Tて 

E
Zづ
カ

フ

ェ

U
C
A
F
E
」
が
開
か
れ

た
。
帝
塚
山
学
院
大
学
食
環
境

学
部
食
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
学
生
が
企
画
運
営
す
る
カ
フ

ェ
。
卒
業
生
や
先
生
に
加
え
、

近
隣
住
民
も
多
く
訪
れ
、
限
定

食
は
完
売
す
る
人
気
だ
っ
た
。

来
店
客
は
学
生
ら
の
地
元
愛
あ

ふ
れ
る
彩
り
豊
か
な
一
皿
を
堪

能
し
た
。

　

食
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で

は
、
食
品
開
発
に
欠
か
せ
な
い

様
々
な
技
術
を
幅
広
く
学
ぶ
。

今
年
度
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
当
計
画
。
指
導
す

る
阪
口
宗
教
授
は
、

「
多
く
の
学
生
は
、

食
ビ
ジ
ネ
ス
に
就
職

を
し
て
い
く
。
自
分

で
作
っ
た
も
の
を
お

客
様
に
提
供
し
、
お

客
様
が
ど
う
反
応
を

し
て
く
だ
さ
る
の
か
。

そ
う
い
う
流
れ
を
肌

で
感
じ
て
商
品
開
発

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
。
学
生
の
社
会
進

出
前
に
、
実
践
的
な

経
験
を
積
む
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
日
は
地
産
地
消
に
食
物

繊
維
を
豊
富
に
含
む
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

ち
な
ん
だ
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
「
恋

す
る
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
ラ
ン
チ
」

を
提
供
し
た
。
ハ
ー
ト
型
の
ニ

ン
ジ
ン
が
添
え
ら
れ
た
メ
イ
ン

の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
同
大

学
が
レ
シ
ピ
開
発
に
協
力
し
た

Ｊ
Ａ
堺
市
の
「
堺
の
玉
葱
す
ー

　

南
図
書
館
３
階
集
会
室
で
１

月
28
日
、
泉
北
気
功
会
の
無
料

講
習
会
が
開
か
れ
た
。

　

同
会
は
、
１
９
９
３
年
に
泉

北
で
初
め
て
気
功
の
講
習
会
を

開
き
、
中
国
か
ら
来
日
し
た
鄒ゾ

ー

力リ
ー

さ
ん
か
ら
本
場
の
気
功
を
学

ん
だ
。
２
０
１
３
年
か
ら
は
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
健
康
長
寿
を

目
指
す
「
導
引
養
生
功
」
を
取

り
入
れ
、
岡
田
千
鶴
さ
ん
・
小

高
幸
さ
ん
・
小
高
春
樹
さ
ん
の

親
・
子
・
孫
の
３
人
か
ら
指
導

を
受
け
、

や
扇
な
ど
を
使
っ

た
功
法
も
学
ん
で
い
る
。

　

代
表
の
中
井
昭
代
さ
ん
は
、

高
齢
化
が
進
む
泉
北
を
気
功
で

健
康
に
し
よ
う
と
、
創
設
以
来

普
及
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
大
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
初
心
者
向

け
の
無
料
講
習
会
も
好
評
を
得

て
い
る
。

　

当
日
は
五
臓
六
腑
の
健
康
維

持
と
体
調
を
整
え
る
事
を
目
的

と
し
た
「
導
引
養
生
功
九
九
長

寿
法
・
前
段
」
を
、
春
樹
さ
ん

が
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
指
導
し
た
。
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
テ
キ
ス
ト
を
使
い
、
動

き
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が

ら
繰
り
返
し
練
習
し
、
最
後
は

全
員
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
っ

た
。「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
、

ぷ
」
を
使
用
す
る
。
副
菜
は
、

泉
北
レ
モ
ン
を
和
え
た
小
松
菜

の
マ
リ
ネ
と
味
付
け
で
は
珍
し

い
カ
レ
ー
風
味
の
里
芋
白
和
え

に
、
ス
ー
プ
と
デ
ザ
ー
ト
が
付

き
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
だ
。

　

同
科
１
年
生
の
柏
原
帆
乃
佳

さ
ん
は
、「
い
ろ
ん
な
食
に
つ
い

て
学
べ
る
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
知
識
も
増
え
る
」
と
計
画
当

初
か
ら
を
振
り
返
り
、「
何
回

も
試
作
し
て
、
思
っ
た
よ
り

上
手
に
で
き
た
。
こ
う
し
た

経
験
が
自
分
の
身
に
な
っ
て

い
る
。
お
い
し
い
と
言
っ
て

も
ら
え
る
も
の
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
今
後
の
意
欲

も
話
し
て
い
た
。 

〔
石
川
〕

　
　
　
　
　

　

次
回
の
無
料
講
習
会
は
18
日

１
時
半
〜
３
時
、
栂
文
化
会
館

研
修
室
で
開
か
れ
る
。
内
容
は

導
引
養
生
功
九
九
長
寿
法
・
後

段
。
動
き
や
す
い
服
装
で
。
問

い
合
わ
せ
は
０
９
０
・
３
８
６

４
・
７
１
１
９
（
中
井
さ
ん
）  

 

〔
冨
尾
〕

物
・
お
菓
子
代
）。
同
じ
境
遇
、

同
じ
経
験
を
し
て
き
た
人
同
士

が
本
音
で
語
り
合
え
る
と
好
評
。

　
　
　

　

奇
数
月
の
第
４
水
曜
日
に
開

催
。
瀬
尾
さ
ん
０
９
０
・
７
７

６
６
・
１
９
２
２
（
留
守
電
に

名
前
と
連
絡
先
を
。
折
り
返
し

の
電
話
で
受
け
付
け
終
了
と
す

る
）。
開
催
場
所
な
ど
の
詳
細
は

受
け
付
け
時
に
。

　

25
日
２
時
〜
４
時
に
「
ケ
ア

ラ
ー
ズ
Ｃ
Ａ
Ｆ

É 
H
O
N
N
E 

・
ホ
ン
ネ
で
語
れ
る
介
護
の
集

い
」
が
、
開
か
れ
る
。
対
象
は

介
護
中
の
人
や
介
護
が
終
わ
っ

た
人
、
こ
れ
か
ら
介
護
の
人
な

ど
。
参
加
費
３
０
０
円
（
飲
み

　

新
檜
尾
台
４
丁
の
三
木
博
幸

さ
ん
が
昨
年
12
月
、
５
冊
目
と

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
「
コ
ス
ト
と

の
闘
い
『
Ｄ
Ｔ
Ｃ
開
発
』
へ
の

60
年
」（
三
省
堂
書
店
／
創
英
社
）

を
発
刊
し
た
。「
製
品
開
発
に
お

け
る
考
え
方
」
や
「
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
、
自
身

の
経
験
を
も
と
に
綴
っ
た
も
の

で
、
60
年
を
超
え
る
モ
ノ
づ
く

り
人
生
の
集
大
成
に
な
っ
た
著

作
だ
と
い
う
。

　

三
木
さ
ん
は
機
械
メ

ー
カ
ー
ク
ボ
タ
で
長
年
、

農
業
用
機
械
の
開
発
に

従
事
し
て
き
た
。
ク
ボ

タ
機
械
設
計
社
長
を
経

て
、
株
式
会
社
コ
ス
ト

開
発
研
究
所
を
設
立
。

全
国
の
各
地
の
も
の
づ

く
り
現
場
か
ら
依
頼
を

受
け
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
技

術
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

る
。

　

「D
esign to Cost

」
を

意
味
す
る
Ｄ
Ｔ
Ｃ
開
発
を
、

国
内
外
多
く
の
企
業
に
伝
授

し
て
き
た
三
木
さ
ん
。「
部
品

半
減
・
コ
ス
ト
半
減
」
を
目

指
し
、
い
く
つ
も
の
赤
字
事

業
の
再
建
に
絶
大
な
効
果
を

発
揮
し
て
き
た
と
い
う
。
本

書
で
は
、
そ
の
経
緯
を
改
め

て
振
り
返
り
、
そ
の
中
で
気
付

い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。
定

価
１
６
５
０
円
（
税
込
み
）。全

国
の
書
店
で
発
売
。
問
い
合
わ

せ
＝
三
省
堂
書
店
／
創
英
社
03・

３
２
９
１
・
２
２
９
５ 〔
浅
利
〕



民
宅
に
、
金
融
機
関
を
名
乗
る

女
の
自
動
音
声
で
「
債
務
処
理

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
カ
ー

ド
が
止
ま
る
。
詳
細
を
聞
き
た

い
方
は
０
番
を
押
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
指
示
に
従
う

と
電
話
に
出
た
男
が
「
債
務
処

理
課
で
す
。
名
前
と
生
年
月
日

を
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た
。

　

１
月
23
日
、
南
区
内
の
住
民

宅
や
携
帯
電
話
に
、
金
融
機
関

や
警
察
を
名
乗
る
人
物
か
ら「
あ

な
た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が

不
正
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
電
話
が
連
続
で
発
生
し
た
。

　

１
月
31
日
夜
、
い
ぶ
き
野
で

10
代
男
性
が
１
２
５
㏄
バ
イ
ク

で
走
行
中
に
普
通
自
動
車
と
接

触
し
、
バ
イ
ク
を
運
転
し
て
い

た
10
代
男
性
と
後
部
座
席
に
同

乗
し
て
い
た
10
代
女
性
が
ケ
ガ
。

　

１
月
22
日
昼
、
は
つ
が
野
で

10
代
男
性
が
バ
イ
ク
で
走
行
中

　

１
月
10
日
夕
方
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
の
店
舗
で

シ
ー
ル
（
２
２
０
０
円
相
当
）

が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
６
日
夕
方
、
唐
国
町
の

住
民
宅
に
、
警
察
官
を
か
た
る

男
か
ら
「
あ
な
た
が
犯
罪
の
主

犯
に
な
っ
て
い
る
」
と
不
審
な

電
話
。

　

２
月
４
日
頃
、
原
山
台
１
丁

の
一
般
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止

め
て
い
た
40
代
男
性
の
自
転
車

が
盗
ま
れ
た
。

　

２
月
４
日
、
茶
山
台
１
丁
の

一
般
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止
め

て
い
た
10
代
男
性
の
自
転
車
が

盗
ま
れ
た
。

　

２
月
５
日
頃
、
赤
坂
台
３
丁

の
住
宅
の
駐
輪
場
に
無
施
錠
で

止
め
て
い
た
女
児
の
自
転
車
が

盗
ま
れ
た
。

　

１
月
22
日
夜
、
原
山
台
４
丁

の
住
宅
の
駐
輪
場
に
無
施
錠
で

止
め
て
い
た
20
代
男
性
の
自
転

　

２
月
７
日
昼
、
室
堂
町
の
住

民
の
携
帯
電
話
に
、
大
阪
府
警

を
か
た
る
男
が
「
福
岡
県
警
と

合
同
捜
査
を
し
て
い
る
。
今
誰

と
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
。
今

か
ら
家
に
向
か
う
」
と
不
審
な

電
話
。

車
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
31
日
、
茶
山
台
１
丁
の

一
般
駐
輪
場
に
無
施
錠
で
止
め

て
い
た
10
代
男
性
の
自
転
車
が

盗
ま
れ
た
。

　

１
月
23
日
昼
、
室
堂
町
の
商

業
施
設
内
の
店
舗
で
ヘ
ア
ア
イ

ロ
ン
２
個
（
約
２
万
円
相
当
）

が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
中
旬
の
午
前
、
桃
山
台

で
30
代
男
性
の
運
転
す
る
自
動

車
が
右
折
し
た
際
、
一
時
停
止

し
て
い
た
原
付
バ
イ
ク
と
接
触

し
た
。

　

１
月
24
日
朝
、
あ
ゆ
み
野
で

30
代
男
性
が
自
転
車
で
走
行
中

に
普
通
自
動
車
と
接
触
し
ひ
じ

と
ひ
ざ
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
27
日
朝
、
伏
屋
町
で
50

代
女
性
が
自
転
車
で
走
行
中
に

普
通
自
動
車
と
接
触
し
左
足
の

付
け
根
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

12
月
９
日
朝
、
い
ぶ
き
野
で

10
代
男
性
が
自
転
車
で
走
行
中

に
普
通
自
動
車
と
接
触
し
後
頭

　

１
月
21
日
夜
、
あ
ゆ
み
野
で

20
代
男
性
が
歩
行
中
に
軽
四
自

動
車
と
接
触
し
、
左
足
太
も
も

と
右
足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
28
日
朝
、
光
明
台
で
70

代
男
性
が
歩
行
中
に
軽
四
自
動

車
と
接
触
し
左
足
太
も
も
に
ケ

ガ
を
し
た
。

に
軽
四
自
動
車
と
接
触
し
ケ
ガ

を
し
た
。

　

12
月
９
日
夜
、
茶
山
台
で
20

代
男
性
が
原
付
バ
イ
ク
で
走
行

中
に
、
停
車
し
て
い
る
車
に
衝

突
し
右
足
を
骨
折
し
た
。

部
と
手
足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
南
堺
署
管

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
が

多
か
っ
た
場
所
は
、
次
の
通

り
。

　

▽
路
線
別
①
富
田
林
泉
大

津
線
（
泉
北
１
号
線
）
51
件

②
堺
泉
北
環
状
線
37
件
③
堺

か
つ
ら
ぎ
線（
泉
北
２
号
線
）

25
件
。

　

▽
交
差
点
別
①
茶
山
台
１

丁
交
差
点
（
南
図
書
館
前
）

５
件
②
茶
山
台
３
丁
交
差
点

（
若
松
台
中
学
校
前
）
４
件

③
和
田
西
交
差
点
（
泉
北
２

号
線
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
前
）
４

件
。

　

▽
地
域
（
駐
車
場
内
と
敷

地
道
路
を
除
く
）
①
鴨
谷
台

21
件
②
三
原
台
20
件
③
茶
山

台
19
件
。 

〔
松
林
〕

　

２
月
４
日
昼
、
室
堂
町
の
住

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
４

月
６
日
〜
15
日
）
に
先
立
ち
運

転
者
講
習
会
を
実
施
。

　

　

▽
８
日
10
時

〜
11
時
＝
南
図
書
館
３
階
ホ
ー

ル
（
手
話
通
訳
あ
り
）
▽
18
日

午
後
７
時
〜
８
時
＝
南
区
役
所

（
２
階
２
０
１
・
２
０
２
会
議

室
）
▽
23
日
午
後
７
時
〜
８
時

＝
美
木
多
小
学
校
▽
25
日
午
後

７
時
〜
８
時
＝
槇
塚
台
小
学
校
。

南
堺
署
０
７
２
・
２
９
１
・
１

２
３
４　

▽
14
日

10
時
〜
11
時
＝
和
泉
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
、
２
時
〜
３
時
＝
光
明
池

自
動
車
教
習
所
▽
20
日
10
時
〜

11
時
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
２
時
〜
３
時
＝
北
部
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
▽
29
日
10
時

〜
11
時
＝
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、

２
時
〜
３
時
＝
南
部
リ
ー
ジ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
。
和
泉
署
０
７
２

５
・
46
・
１
２
３
４



　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
槇

塚
荘
」
で
２
月

８
日
、「
ふ
れ
あ

い
の
集
い
・
晴

美
台
」
が
、
南

第
４
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
で
開
催
さ

れ
た
。

　

晴
美
台
校
区

福
祉
委
員
・
同

１
丁
北
「
美
や

ま
会
」
会
長
の

鴨
田
俊
彦
さ
ん

や
槇
塚
荘
施
設

長
の
上
野
貴
広

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

次
に
「
は
っ
し
ゃ
ん
ラ
ン
ド
」

さ
ん
の
腹
話
術
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
た
。
手
作
り
人
形
と
の
軽
妙

な
や
り
と
り
に
会
場
は
大
爆
笑
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
人
形
が
演
歌
を

熱
唱
す
る
姿
に
拍
手
を
送
っ
た

り
、
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
で
は
観

客
も
参
加
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ

り
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ま
た
大
阪
経
済
大
学
教
授
の

髙
井
逸
史
さ
ん
に
よ
る
フ
レ
イ

ル
予
防
の
講
座
や
、
施
設
職
員

に
よ
る
寸
劇「
防
災
に
つ
い
て
」

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト

の
最
後
に
は
参
加
者
同
士
が
昼

食
を
囲
み
な
が
ら
歓
談
し
、
和

や
か
に
過
ご
し
た
。 

〔
冨
尾
〕

　

落
語
倶
楽
部
「
笑
泉
会
」
に

よ
る
定
期
公
演
「
わ
く
わ
く
寄

席
」
が
10
回
目
を
迎
え
、
１
月

11
日
に
「
第
10
回
わ
く
わ
く
寄

席
記
念
公
演
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

「
笑
泉
会
」
は
「
笑
福
亭
伯

枝
の
お
も
し
ろ
落
語
講
座
」
の

受
講
・
修
了
生
の
有
志
に
よ
る

落
語
会
。
２
０
２
３
年
の
第
１

回
を
皮
切
り
に
年
４
回
の
「
わ

く
わ
く
寄
席
」
や
出
前
寄
席
を

開
催
し
て
い
る
。

　

記
念
公
演
は
午
前
午
後
の
部

共
に
大
入
り
満
員
、
約
１
１
０

人
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。
10
人

の
演
者
が
落
語
を
披
露
、
会
場

と
の
一
体
感
が
印
象
的
だ
っ
た
。

大
ト
リ
に
師
匠
の
笑
福
亭
伯
枝

さ
ん
が
登
場
す
る
と
「
待
っ
て

ま
し
た
」
と
か
け
声
が
飛
び
交

い
、
巧
み
な
話
芸
で
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。「
お
客
さ

ん
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
」
と

伯
枝
さ
ん
。「
落
語
に
積
極
的
に

向
き
合
っ
て
き
た
成
果
を
今
回

の
公
演
で
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
光

ら
せ
て
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
落

語
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。 
〔
髙
見
〕

　

中
区
土
塔
町
の
堺
キ
リ
ス
ト

集
会
で
主
に
30
代
〜
40
代
を
対

象
に
し
た「
特
別
聖
書
講
演
会
」

を
開
催
す
る
（
入
場
無
料
）。

　

聖
書
を
神
話
や
道
徳
書
と
し

て
で
は
な
く
、
歴
史
を
読
み
解

く

と
な
る
「
力
あ
る
言
葉
」

と
し
て
解
説
す
る
。
講
師
は
人

気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
高
原
剛

一
郎
さ
ん
。
動
画
配
信
の
「
ご

う
ち
ゃ
ん
ね
る
」で
も
知
ら
れ
、

企
業
・
大
学
な
ど
で
の
講
演
活

動
を
行
っ
て
い
る
。「
聖
書
を
通

し
て
歴
史
の
見
方
を
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
れ
ば
」
と
主

催
者
。

　

▽
14
日
２
時
〜
３
時
半
「
２

０
２
６
年
聖
書
預
言
で
読
み
解

く
国
際
情
勢
〜
世
界
の
動
き
と

日
本
の
未
来
」
※
時
事
講
演
会

終
了
後
に
質
問
会
あ
り
▽
15
日

２
時
〜
３
時
「
世
界
は
聖
書
で

で
き
て
い
る
〜
聖
書
が
伝
え
る

神
の
こ
と
ば
」。

　

コ
ー
ヒ
ー
、
茶
菓
あ
り
。
講

演
の
様
子
は
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
案
内
さ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
０
７
２
・
２
３

５
・
１
９
９
４
（
新
留
さ
ん
）。

両
日
と
も
に
当
日
１
時
以
降
の

連
絡
先
０
７
２
・
２
３
４
・
１

０
７
１　

※
深
井
駅
よ
り
送
迎

あ
り
。
深
井
駅
東
口
１
時
35
分

発
・
駐
車
場
・

親
子
室
あ
り
。 

 

〔
元
村
〕

　

１
月
18
日
夕
方
、
あ
ゆ
み
野

で
女
児
が
転
ん
で
頭
を
打
っ
た

後
に
嘔
吐
し
、
意
識
レ
ベ
ル
が

下
が
り
救
急
要
請
。

　

１
月
19
日
昼
、
の
ぞ
み
野
で

60
代
女
性
が
、
エ
ピ
ペ
ン
（
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
補
助
治
療
剤
）

を
誤
っ
て
右
手
親
指
に
刺
し
て

し
ま
い
救
急
要
請
。

　

１
月
27
日
未
明
、
庭
代
台
で

70
代
男
性
が
自
宅
の
塀
か
ら
飛

び
降
り
た
際
、
側
溝
で
足
に
ケ

ガ
を
し
た
。
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左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は３月19日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

◆ガスホース（100cm以上が４本）を１
本500円で取りに来られる方に譲り
ます。一度見ていただく事も可。
 （槇塚台・横山 ☎080-3777-9027）
◆リトルタイクスの乗用玩具（色あせ・
傷・シール剥がれあり）を3000円で取
りに来られる方に譲ります。
 （晴美台・はるみっこ harumint202
 5@gmail.com）
◆学習机（美品、木製、椅子なし、チェス
トあり）を3000円で

 ▷鏡（姿見、約150cm）を500円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （高倉台・野口  ☎080-6211-4885）＜連
絡は午前９時～午後３時に＞

◆マガジンラック（幅43×奥行19.5×
高さ42cm、木製、傷あり）を

 ▷スリッパ立て（幅55×奥行18×高
さ17cm、木製）を

 まとめて、無料でお届けします。
 ▷デアゴスティーニの昭和タイムズ
（全64号セット、美品）を5000円でお
届けします。待ち合わせも可。

 （御池台・グッチー ☎090-4564-7971）
◆大阪ガスのファンヒーター（140-58
 72型、都市ガス用13Ａ）を4000円で
 ▷23区のジャケットスーツ（サイズ
40、ライトオークル）を1000円で
 ▷基盤と碁石のセットを無料で
 ▷日本人形を無料で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。
 （庭代台・さち sacchi.0111@ezweb
 .ne.jp、☎090-1224-3731＜留守電の場
合はメッセージを入れてください＞）

◆アメリカフヨウ（ピンク）の種を育て
方の説明書付きで、無料で取りに来
られる方に譲ります。

 （鴨谷台・大屋 ☎090-5066-0629）

◆家具調コタツ（ワイン色、正方形＜90 
cm＞）を無料で

 ▷座卓（濃いブラウン、幅90×奥行
150cm、天板にキズあり）を3000円で 
取りに来られる方に譲ります。
 （赤坂台・EBIHARA ☎072-298-7047）

◆電動アシスト自転車（26インチ、ブラ
ウン、バッテリーあり、傷あり、動作
確認済み）を５万円で取りに来られ
る方に譲ります。
 （泉大津市助松団地・青木 ☎080-3797- 
8778）

◆浪速中学校・浪速高校の男子用制服
（ワイシャツ＜サイズ＝S～M＞、ブレ
ザー＜サイズ＝S＞、ズボン＜ウエス
ト＝73cm＞）を格安で
 ▷浪速中学校・浪速高校の男子用コ
ート（サイズ＝S～M）を3000円で
 譲ってください。いずれも取りに伺
います。待ち合わせも可。

 （高倉台・ミント ☎090-4132-3554）
◆プラレール（車両やレールなど）を無
料か格安で譲ってください。取りに
伺います。

 （三原台・茶園 ☎090-8752-6111）

◆ファミリーこども園の女児用制服
（春夏秋冬）を格安で譲ってくださ
い。取りに伺います。
 （鴨谷台・はな maron9313sinba@
gmail.com）



　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
涯
学

習
普
及
協
会
「
泉
北
ゆ
う
ゆ
う

サ
ー
ク
ル
」
は
26
年
春
の
受
講

生
を
募
集
す
る
。
会
場
は
フ
ァ

イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
（
城
山
台
）

と
光
明
池
サ
ン
ピ
ア（
鴨
谷
台
）。

無
料
体
験
見
学
会
を
開
催
す
る
。

▽
健
美
操
＝
４
月
10
日
・
17

日
13
時
半
〜
14
時
半
。
楽
し
く

体
を
動
か
す
健
康
体
操
。
関
節

に
負
担
を
か
け
に
く
い
動
き
や

無
理
の
な
い
運
動
強
度
で
、
中

高
年
や
初
心
者
に
最
適
▽
ゆ
っ

た
り
健
幸
ヨ
ガ
＝
３
月
26
日
・

４
月
23
日
11
時
半
〜
12
時
半
、

３
月
20
日
15
時
半
〜
16
時
半
▽

脳
ト
レ
ス
テ
ッ
プ
体
操
＝
３
月

12
日
・
19
日
・
４
月
２
日
11
時

半
〜
12
時
半
、
３
月
20
日
16
時

45
分
〜
17
時
45
分
▽Salsation

ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＝
３
月

13
日
・
20
日
・
27
日
18
時
〜
19

時
。

　
　
　▽
英
会
話
（
３
階
第
１
会
議

室
）
＝
３
月
19
日･

４
月
２
日
10

時
〜
11
時
50
分
。
海
外
旅
行
や

日
常
で
使
え
る
フ
レ
ー
ズ
を
会

話
中
心
に
学
ぶ
。
英
語
に
自
信

の
な
い
人
も
楽
し
め
る
内
容
▽

疲
労
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ガ
（
２
階
和

室
）
＝
３
月
13
日
・
20
日
・
４

月
３
日
９
時
半
〜
10
時
半
。
呼

吸
に
意
識
を
向
け
な
が
ら
体
を

整
え
、
肩
こ
り
や
腰
痛
改
善
を

目
指
す
。
筋
力
を
養
い
、
疲
れ

に
く
い
体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

▽
体
ほ
ぐ
し
ヨ
ガ（
２
階
和
室
）

＝
３
月
13
日
・
20
日
・
４
月
３

日
10
時
45
分
〜
11
時
45
分
。
ゆ

っ
た
り
体
を
ほ
ぐ
し
、
自
律
神

経
を
整
え
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
系
ヨ

ガ
。
ヨ
ガ
初
心
者
や
運
動
に
不

安
の
あ
る
人
に
も
お
す
す
め
▽

絵
手
紙
（
３
階
第
４
研
修
室
）

＝
３
月
12
日
・
26
日
10
時
〜
11

時
50
分
。

　

１
講
座
１
回
体
験
無
料
。
申

し
込
み
は
Q
R
コ
ー
ド
か
電
話

０
５
０
・
３
８
０
３
・
２
８
３

６
。
平
日
９
時
〜
18
時
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。〔
元
村
〕

　

赤
坂
台
南
交
差
点
前
に
あ
る

手
作
り
ケ
ー
キ
・
焼
き
菓
子
専

門
店
「
菓
子
工
房
ラ
・
ロ
ッ
シ

ュ
」（
新
檜
尾
台
）
０
７
２
・
２

９
６
・
３
３
５
２
は
14
日
の
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
に
向
け
た
期
間
限

定
商
品
を
３
月
末
ま
で
販
売
し

て
い
る
。

　

「
ほ
ほ
え
み
」を
テ
ー
マ
に
、

熟
練
の
パ
テ
ィ
シ
エ
店
主
が
手

が
け
る
ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
は
、

季
節
に
合
わ
せ
た
味
わ
い
で
ど

れ
も
お
い
し
い
と
長
年
地
域
の

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
新
登

場
の
「
レ
ザ
ー
バ
ッ
ク
」
１
６

２
０
円
は
、
大
き
め
リ
ボ
ン
が

ア
ク
セ
ン
ト
の
高
級
感
あ
る
レ

ザ
ー
調
の
ミ
ニ
バ
ッ
ク
（
ピ
ン

ク
と
ブ
ル
ー
の
２
色
）
に
、
可

愛
ら
し
い
テ
デ
ィ
ベ
ア
型
の
フ

ィ
ナ
ン
シ
ェ
や
焼
き
生
チ
ョ
コ

ハ
ン
ス
、
素
材
の
良
さ
が
際
立

つ
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
、
ク
ッ
キ
ー

を
詰
め
合
わ
せ
た
華
や
か
な
一

品
。
こ
の
ほ
か
、
上
品
な
ギ
フ

ト
バ
ッ
グ
入
り
「
焼
き
菓
子
詰

め
合
わ
せ
」
１
０
８
０
円
や
、

　

　

光
明
池
ア
ク
ト
２
階
に
あ
る

学
習
塾
「
ス
ク
ー
ル
IE
光
明
池

校
」
の
IE
は
「
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ

ュ
ア
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

＝
個
別
指
導
を
意
味
す
る
。

　

千
葉
を
本
拠
地
に
37
年
の
歴

史
を
持
ち
、
現
在
は
全
国
に
教

室
を
展
開
、
当
校
は
大
阪
に
開

校
し
て
今
年
で
18
年
に
な
る
。

担
当
担
任
制
の
個
別
指
導
で
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て

必
要
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　

室
長
の
大
島
さ
ん
は
前
任
し

て
い
た
柏
校
時
代
を
含
む
多
く

の
生
徒
や
保
護
者
と
の
出
会
い

を
「
す
べ
て
ご
縁
」
と
振
り
返

り
、
自
身
の
教
育
に
関
わ
る
こ

れ
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
」
と
し
て
大
切
に
す

る
。
生
徒
と
保
護
者
が
共
に
目

標
に
向
か
っ
て
進
む
、
そ
の
過

程
を
大
切
に
す
る
。
自
然
体
で

丁
寧
な
対
応
が
安
心
で
き
る
と

好
評
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
２
・
２

９
４
・
２
０
５
０
ま
で
。
14
時

〜
21
時
半
（
土
曜
13
時
〜
）。
日

祝
休
。　
　
　
　

 

〔
元
村
〕

高
級
ベ
ル
ギ
ー
産
チ
ョ
コ
を
使

っ
た
「
チ
ョ
コ
フ
レ
ー
バ
ー
ク

ッ
キ
ー
」９
１
８
円
も
そ
ろ
う
。

直
径
４
イ
ン
チ
の
絞
り
出
し
ク

ッ
キ
ー
で
、
２
色
セ
ッ
ト
の
美

し
い
色
合
い
が
魅
力
の
リ
ッ
チ

な
味
わ
い
。
い
ず
れ
も
お
し
ゃ

れ
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
常
温
保

存
が
可
能
。
日
持
ち
も
良
い
た

め
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
卒
業
や
異
動
の
季
節
に
気

持
ち
を
伝
え
る
贈
り
物
と
し
て

も
お
す
す
め
。

　

営
業
時
間
は
９
時
半
〜
19
時

半
・
火
休
（
不

定
休
あ
り
）。
駐 

車
場
あ
り
。 

 

〔
元
村
〕

　

ト
ナ
リ
エ
栂
・
美
木
多
１
階

に
美
容
点
滴
・
注
射
・
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
「
Ｖ
Ｉ
Ｔ
」
０
７

０
・５
５
２
７
・
０
３
４
６
（
多

田
消
化
器
内
視
鏡
ク
リ
ニ
ッ
ク

向
か
い
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

美
容
点
滴
と
は
、
体
の
内
側
か

ら
健
康
を
整
え
美
に
つ
な
げ
る

医
療
施
術
で
南
大
阪
で
は
希
少
。

プ
ラ
セ
ン
タ
な
ど
の
有
効
成
分

を
点
滴
や
注
射
で
必
要
な
量
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
細
胞
に
効
率
よ

く
吸
収
さ
れ
る
こ
と
で
肌
の
ハ

リ
・
ツ
ヤ
の
改
善
、
疲
労
回
復
、

免
疫
力
ア
ッ
プ
、
エ
イ
ジ
ン
グ

ケ
ア
、
抗
酸
化
作
用
な
ど
の
効

果
が
よ
り
早
く
期
待
で
き
る
。

美
容
看
護
師
で
栄
養
・
点
滴
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ

多
田
薫
さ
ん
が
栄
養
・
美
容
、

正
し
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
取
り

方
な
ど
を
指
導
す
る
。

　

初
診
で
は
身
体
や
肌
の
悩
み

な
ど
を
ゆ
っ
く
り
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
し
、
本
院
（
多
田
消
化
器

内
視
鏡
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
診
察

後
、
Ｖ
Ｉ
Ｔ
で
施
術
。
高
濃
度

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
や
、
疲
労
回

復
治
療
の
に
ん
に
く
注
射
、
身

体
が
本
来
も
つ
自
己
修
復
力
を

高
め
る
治
療
の
プ
ラ
セ
ン
タ
注

射
な
ど
、
そ
の
人
に
合
っ
た
施

術
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
可
能
。
ま

た
、
Ｎ
Ｍ
Ｎ
な
ど
質
の
高
い
医

療
専
売
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
多

数
そ
ろ
う
。
セ
ル
フ
ケ
ア
や
健

康
維
持
な
ど
「
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」
と
。

　

現
在
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見

た
」
で
予
約
す
る
と
、
１
会
計

５
０
０
円
オ
フ
に
（
１
人
１
回

限
り
）。
４
月
末
ま
で
。
完
全
予

約
制
。
予
約
は
電
話
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

受
け
付
け
は
月
水
金
土
10
時
〜

19
時
（
土
は
16

時
ま
で
）。
火
木

日
祝
休
診
。 

 

〔
横
山
〕



★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

見
る
こ
と
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
の

目
の
代
わ
り
と
な
っ
て
、
対
面

朗
読
や
情
報
紙
の
録
音
に
取
り

組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ふ

き
の
と
う
」。
設
立
し
た
１
９
８

５
年
か
ら
40
年
以
上
に
わ
た
っ

て
「
リ
ス
ナ
ー
の
必
要
と
す
る

情
報
を
届
け
た
い
」
と
、
地
道

な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

現
在
は
５
人
の
メ
ン
バ
ー
が

月
２
回
集
ま
っ
て
、
講
師
の
佐

野
和
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、
活

動
し
て
い
る
。
本
紙
・
泉
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
音
訳
の
場
合
、

１
週
分
を
４
人
で
手
分
け
。
各

自
が
録
音
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
持
ち

寄
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
、

Ｃ
Ｄ
に
し
て
リ
ス
ナ
ー
に
送
る
。

表
紙
の
絵
や
写
真
、
地
図
に
つ

い
て
も
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
言

葉
で
伝
え
、
全
ペ
ー
ジ
を
音
訳

し
て
い
る
。

　

自
宅
で
録
音
す
る
際
は
声
の

調
子
を
整
え
、
周
囲
の
音
が
入

ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
聞
く
人

に
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
「
事

前
に
よ
く
調
べ
て
、
自
分
自
身

が
納
得
し
て
読
む
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
話
す
。

　

年
に
一
度
、
自
分
た
ち
が
選

ん
だ
漫
画
や
新
聞
記
事
、
俳
句

な
ど
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
「
ふ
き

の
と
う
の
い
ぶ
き
」
を
リ
ス
ナ

ー
に
届
け
る
ほ
か
、
南
図
書
館

内
で
対
面
朗
読
も
行
う
。
本
や

新
聞
、
説
明
書
な
ど
何
で
も
Ｏ

Ｋ
、
堺
市
以
外
や
英
語
韓
国
語

に
も
対
応
可
。「
情
報
環
境
に
お

け
る
支
援
が
必
要
な
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
リ
ス
ナ

ー
募
集
中
。服
部
さ
ん
０
９
０
・

３
６
７
３
・９
５
８
２　
〔
浅
利
〕





き
、
経
験
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

も
も
ら
え
る
。
気
軽
に
集
ま
っ

て
悩
み
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
る
。

　

毎
月
第
４
水
曜
日
開
催
。
０

７
２
・
２
９
３
・
４
１
４
１
（
奥

田
さ
ん
）、
０
７
２
・
２
９
９
・

３
４
１
１
（
小
川
さ
ん
）

　

25
日
10
時
〜
12
時
、
南
区
役

所
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

で「
老
人
介
護
者
み
な
み
の
会
」

を
開
催
す
る
。
同
会
は
認
知
症

な
ど
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
介
護
者
（
家
族
）
や
、
ま
た

そ
の
人
達
を
支
援
す
る
援
助
者

が
集
う
。
誰
に
も
言
え
な
い
悩

み
や
相
談
事
を
話
す
こ
と
が
で

　

つ
む
ぎ
の
会
が
16
日
、
17
日

10
時
〜
５
時
、
泉
ヶ
丘
３
番
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
手
作
り
作
品
展
を
開
く
。
着

物
リ
メ
イ
ク
、
バ
ッ
グ
、
帽
子
、

　
　
　
　
　
　
　

15
日
に
堺
自

　
　
　
　
　
　
　

然
ふ
れ
あ
い

の
森
。
９
時
半
に
堺
自
然
ふ
れ

あ
い
の
森
１
階
広
場
集
合
。
雨

天
中
止
。
な
る
べ
く
事
前
申
し

込
み
。
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
筆
記

具
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど
持
参
。

参
加
費
１
０
０
円
（
会
員
は
無

料
）。
横
島
さ
ん
０
７
２
・
２
９

９
・
２
３
１
８

こ
こ
ろ
画
、
装
飾
小
物
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
早
川
さ
ん
０
９

０
・
２
３
５
０
・
９
２
２
６

催
す
る
。
年
会
費
８
千
円
、
中

途
入
会
者
は
月
割
り
で
７
０
０

円
と
な
る
。
行
事
ご
と
に
別
途

費
用
あ
り
。
先
着
11
人
。

　

申
し
込
み
は
資
料
請
求
に
よ

る
送
付
手
続
き
が
必
要
。
ま
ず

は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
。
柳

さ
ん
０
９
０
・
６
６
０
８
・
２

２
７
９

　

歴
史
考
古
学
の
知
識
を
深
め

る
活
動
を
す
る「
翡ひ
す
い翠

20
の
会
」

が
４
月
か
ら
の
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。

　

同
会
で
は
例
会
や
バ
ス
ツ
ア

ー
な
ど
を
通
じ
て
歴
史
を
学
び
、

会
員
同
士
の
交
流
を
図
り
親
睦

を
深
め
て
い
る
。
新
年
度
は
例

会
を
月
１
回
の
計
12
回
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
10
月
・
２
月
、

近
江
八
幡
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

６
月
、
懇
親
会
を
１
月
に
予
定

し
て
い
る
。
欠
席
者
に
は
資
料

郵
送
も
行
う
。

　

今
年
は
「
日
本
再
発
見
、
旅

と
歴
史
と
文
学
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
元
大
阪
府
立
高
校
国
語
科

教
諭
で
あ
り
「
堺
学
ゼ
ミ
」
講

師
の
北
村
修
治
さ
ん
を
迎
え
、

日
本
各
地
の
歴
史
に
つ
い
て
同

氏
の
多
岐
に
わ
た
る
経
験
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
和
泉
中
央
の
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
て
毎
月
第
３
水

曜
９
時
半
〜
12
時
に
例
会
を
開

１
０
３
号
）で
。
テ
ー
マ
は「
親

と
の
関
係
」。
参
加
費
千
円
。
駐

車
場
な
し
。
講
師
は
ハ
ッ
ピ
ー

ポ
ー
ト
代
表
・
日
本
プ
ロ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
協
会
１
級
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
中
口
智
子
さ
ん
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
中

口
さ
ん
０
７
２
・
２
９
３
・
５

４
２
５
、
小
林
さ
ん
０
８
０
・

１
４
８
７
・
８
５
５
８

　

15
日
２
時
〜
３
時
（
１
時
半

開
場
）、
新
檜
尾
台
地
域
会
館
で

「
音
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
く
。

入
場
無
料
。
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
演

奏
会
。
０
７
２
・
２
９
７
・
５

１
２
６（
新
檜
尾
台
地
域
会
館
）

　
　
　
　
　
　
　

10
日
10
〜
12

　
　
　
　
　
　
　

時
、
風ふ

来ら

り里

（
高
倉
台
２
丁
２
番
２
号
Ｂ
棟

－

０
１
１
３ 

堺
市
南
区
晴
美
台

４
丁
２
番
２
号
／
帝
塚
山
学
院

大
学
・
社
会
連
携
機
構
事
務
室

宛
ま
で
。
ま
た
は
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
に
必
要

事
項
を
入
力
し
送
信
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルm

sk 
@
tezuka-gu.ac.jp

、
電
話
は
同

大
学
社
会
連
携
機
構
事
務
室
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
交

野
山
・
観
音
岩
。
初
級
。
Ｊ
Ｒ

三
国
ケ
丘
駅
改
札
前
に
８
時
半

集
合
。
雨
天
中
止
。
会
員
外
の

人
は
事
前
に
連
絡
を
。
70
歳
以

下
の
人
に
限
る
。
波
床
さ
ん
０

７
２
・
２
９
８
・
４
７
０
７

　

帝
塚
山
学
院
大
学
は
、
26
年

度
公
開
講
座
「
元
気
で
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
す
た
め
の
心
理
学
」

を
５
月
13
・
20
・
27
日
、
６
月

10
・
17
日
の
11
時
10
分
〜
12
時

50
分
に
晴
美
台
の
同
大
学
に
て

開
講
。
受
講
料
は
３
千
円
（
全

５
回
）。
申
し
込
み
は
３
月
19
日

ま
で
、
応
募
多
数
は
抽
選
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
体
だ
け
で

な
く
、
心
も
健
康
で
あ
る
た
め

に
、
老
年
期
の
弱
点
と
長
所
を

知
り
、
楽
し
く
幸
せ
に
過
ご
す

コ
ツ
を
つ
か
む
心
理
学
講
座
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
①
氏
名
②
氏
名
（
カ
ナ
）
③

郵
便
番
号
④
住
所
⑤
電
話
番
号

⑥
携
帯
電
話
番
号
⑦
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
任
意
）
⑧
年
齢
（
任

意
）
を
明
記
し
郵
送
。
持
参
不

可
、
申
し
込
み
１
人
に
つ
き
１

枚
必
要
。
送
付
先
は
〒
５
９
０

　

18
日
１
時
半
〜
３
時
、
泉
ケ

丘
駅
コ
モ
ン
ズ
（
泉
ヶ
丘
ひ
ろ

ば
専
門
店
街
２
階
）
で
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
。
南
第
３
地
域
包
括
支
援

り
。
申
し
込
み
完
了
で
も
定
員

を
超
え
た
ら
断
る
場
合
あ
り
。

連
絡
先
の
記
入
必
須
。
南
第
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
７

２
・
２
８
９
・
８
０
８
５
、
南

セ
ン
タ
ー
・
南
第
４
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
、
帝
塚
山

学
院
大
学
社
会
連
携
機
構
協
力
。

参
加
費
無
料
。
定
員
24
人
。

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
や
基
本

対
応
方
法
に
つ
い
て
の
講
座
。

　

堺
市
在
住
者
対
象
。
申
し
込

み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
先
着

順
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

　
　
　
　
　
　
　

15
日
に
生
駒

　
　
　
　
　
　
　

山
。
８
時
に

近
鉄
大
阪
難
波
駅
東
改
札
口
集

合
。
70
歳
以
下
に
限
る
。
参
加

費
２
０
０
円
要
。
雨
天
中
止
。

会
員
外
の
人
は
事
前
に
電
話
連

絡
を
。
鈴
木
さ
ん
０
８
０
・
５

３
２
１
・
５
２
３
７

配
慮
を
理
解
し
、
困
っ
て
い
る

人
を
街
中
で
見
か
け
た
ら
そ
っ

と
手
助
け
を
し
て
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
を
目
指
す
「
あ

い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」。
あ
い
サ
ポ

ー
ト
運
動
を
実
践
す
る
「
あ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
研
修
を
受
け

る
こ
と
で
誰
で
も
な
れ
る
。

　

14
日
１
部
は
あ
い
サ
ポ
ー
タ

ー
研
修
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
な

が
ら
話
を
聞
く
。
障
害
の
特
性

を
理
解
し
手
助
け
や
配
慮
を
ど

の
よ
う
に
行
え
ば
い
い
の
か
を

学
ぶ
。
２
部
は
日
本
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
協
力
の
も
と
、
視
覚
障

害
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
盲

導
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
体
験
が
で
き
る
。

　

参
加
無
料
。
定
員
15
人
。
予

約
制
。
先
着
順
。
申
し
込
み
は

　

14
日
10
時
〜
12
時
半
、
あ
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
特
別
講
演

「
ほ
じ
ょ
犬
っ
て
な
あ
に
？
in

和
泉
中
央
」
が
開
催
さ
れ
る
。

主
催
・
会
場
は
エ
コ
ー
ル
い
ず

み
、
ア
ム
ゼ
モ
ー
ル
２
階
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ　

オ
ア
シ

ス
」。

　

障
害
が
あ
る
人
へ
の
必
要
な

０
７
２
５
・
56
・５
７
４
３
（
カ

フ
ェ
オ
ア
シ
ス
）
ま
た
は
０
７

２
５
・
99
・
８
１
３
３
（
和
泉

市
障
が
い
福
祉
課
）。 

〔
髙
見
〕

第
４
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

０
７
２
・
２
９

１
・
６
６
８
１

さ
ん
ぽ

７
２
・
２
４
７
・

４
５
６
７
（
月

〜
金
９
時
〜
４

時
50
分
）



　
　
　
　
　

□

　

　

正
解
は
「
E
F
H
I
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
フ
ァ
ン
ニ
ュ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
ト

（
光
明
台
）
▽
江
林
義
幸
（
桃

山
台
）
▽
岡
林
和
子
（
若
松
台
）

　
　

正
解
は
「
せ
ん
ぼ
く
ん
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
樋
口
摩
耶
（
い
ぶ
き
野
）
▽

大
月
康
史
（
い
ぶ
き
野
）
▽
福

場
研
介
（
は
つ
が
野
）

　

来
週
末
に
発
送
予
定
。

　

24
日
「
南
区　

明
る
い
終
活

フ
ェ
ア
」
が
南
区
役
所
２
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
る
。
１
時
か

ら
。
参
加
費
無
料
。
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
入
棺
・
ハ
ン
ド
ケ
ア
・

福
祉
用
具
）
や
、
相
談
ブ
ー
ス

（
相
続
・
遺
言
な
ど
）。
申
し
込

　

南
保
険
セ
ン
タ
ー
が
「
40
歳

か
ら
74
歳
の
堺
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、
２

０
２
５
年
度
の
特
定
健
康
診
査

は
も
う
受
診
し
ま
し
た
か
？
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
同
年
度

の
受
診
券
が
使
用
で
き
る
の
は

３
月
31
日
ま
で
。費
用
は
無
料
。

　

「
堺
市
国
民
健
康
保
険
以
外

（
組
合
健
保
、
協
会
け
ん
ぽ
な

ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加

入
中
の
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
」
と
も
。
詳
し
く
は
、
堺

市
け
ん
し
ん
総
合
サ
イ
ト
で
。

南
保
健
セ
ン
タ

ー
０
７
２
・
２

９
３
・
１
２
２

２ 

〔
横
山
〕

み
不
要
。
先
着
順
。
０
７
２
・

２
９
０
・
１
８
６
６

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
０
７

２
・
２
９
２
・

０
０
１
０

　

８
日
10
時
〜
４
時
、
片
蔵
の

堺
市
立
青
少
年
の
家
に
て
「
青

　

21
日
９
時
55
分
〜
11
時
50
分
、

栂
文
化
会
館
１
階
研
修
室
で
、

「
第
３
回
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
／

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
花
見
が

で
き
な
く
な
る
！
」
を
開
催
す

る
。

　

サ
ク
ラ
な
ど
を
食
害
す
る
特

定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

の
講
演
。
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
防
除
に
対
し
、
実
績
を

あ
げ
て
い
る
富
田
林
市
公
園
緑

化
協
会
に
よ
る
講
演
と
、
主
催

で
あ
る
泉
北
の
み
ど
り
を
守
る

会
の
活
動
内
容
の
報
告
な
ど
も
。

　

▽
10
時
〜
11
時
半
「
富
田
林

市
に
お
け
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
対
策
の
取
り
組
み
と
実

績
」
＝
富
田
林
市
公
園
緑
地
協

会
・
樹
木
医
の
土
居
常
隆
さ
ん

▽
11
時
35
分
〜
11
時
50
分
「
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
の
闘

い
」
＝
泉
北
の
み
ど
り
を
守
る

会
・
三
木
雅
明
さ
ん
。

　

参
加
費
無
料
。
当
日
先
着
60

人
。９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
は
三
木
さ
ん
０
９

０
・
６
２
０
５
・
５
７
４
６

少
年
の
家
の
集
い
」
を
開
催
。

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
や
和
太
鼓
な
ど

音
楽
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
や
少

林
寺
拳
法
披
露
、
絵
画
・
書
道

の
作
品
展
示
、
陶
芸
体
験
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
・
野
菜
即
売
・
バ

ザ
ー
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
市
民

交
流
イ
ベ
ン
ト
。
同
施
設
で
行

わ
れ
て
い
る
教
室
紹
介
も
す
る
。

　

入
場
無
料
（
一
部
有
料
イ
ベ

ン
ト
あ
り
）。
問
い
合
わ
せ
は
ホ






